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巻 頭 言 

 

副会長 岩本 匡史 

 

平素より本会の活動にご理解とご協力を賜り、心より御礼申しあげます。 

さて、本年、兵庫県鍼灸師会は創立 75 周年という大きな節目を迎えることとな

りました。先人諸先生方のたゆまぬ努力と情熱により築き上げられてきた歴史に、

深い敬意と感謝を表しますとともに、その歩みを未来へとつなげていく責任の重

さを改めて感じております。 

また本年は、第 21 回公益社団法人日本鍼灸師会全国大会を兵庫の地で開催するという大きな機会にも

恵まれました。本大会のテーマは「つながる鍼灸 ひらく未来」、そしてサブテーマは「～神戸から世界

へ～」です。これは、鍼灸の持つ本質的な価値を再確認するとともに、人と人、地域と地域、そして国

内外を結び、さらなる発展へとつなげていこうとする強い意思を込めたものです。 

本大会における日本鍼灸師会企画では、我が国最古の医学書の一つである『医心方』に光を当て、そ

の歴史的価値と現代への示唆を学ぶ機会が設けられております。千年以上の時を超えて受け継がれてき

た知の体系に触れることは、私たち鍼灸師の原点を見つめ直し、未来へとつなぐ重要な契機となるでし

ょう。 

さらに本大会では、次代を担う若手の力を結集した青年部による特別企画「鍼灸フェス 2026」を実施

いたします。本企画は、従来の枠にとらわれない柔軟な発想で鍼灸の魅力を発信し、来場者の皆様に“体

験”と“発見”を提供することを目的としています。若い世代ならではの視点とエネルギーが、本大会に新

たな風を吹き込み、鍼灸の可能性をより広く社会へ届ける契機となることを大いに期待しております。 

現代社会において、鍼灸は単なる伝統医療にとどまらず、予防医療や健康増進の分野においても大き

な可能性を有しています。一方で、私たちを取り巻く環境は決して楽観できるものではなく、会員数の

減少や後継者不足といった課題に直面しているのも事実です。こうした状況を打開するためには、鍼灸

の魅力と有用性を広く社会に発信し、次世代へと確実に継承していく取り組みが不可欠です。 

本大会の開催は、まさにその契機となるものです。兵庫から全国へ、そして世界へ向けて鍼灸の価値

を力強く発信する絶好の機会であり、本会の総力が試される場でもあります。成功の鍵は、何よりも会

員一人ひとりのご協力と積極的な参画にあります。それぞれの立場でできることを持ち寄り、「つながる」

力を発揮することで、本大会は必ずや実りあるものとなることでしょう。 

 

創立 75 周年という歴史を礎に、私たちは次の時代へと歩みを進めてまいります。会員減少という課題

に真正面から向き合いながらも、魅力ある会の運営と社会に開かれた活動を推進し、新たな仲間を迎え

入れる土壌を育んでいくことが重要です。そのためにも、皆様の知恵と経験、そして行動力を結集し、

ともに未来を切り拓いていきたいと存じます。 

結びに、本会のさらなる発展と会員各位のご健勝、ご活躍を心より祈念申し上げますとともに、今後

とも変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申しあげます。 

 



令和８年度（2026年）通常予算総会 

 

会場：兵庫県鍼灸師会館  日時：令和 8 年 3 月 29 日(日)13:00～  

会員現在数 ：138 名  出 席 者 数：25 名  出席委任者数：68 名 合計：93 名 

司会；伊坂弘一郎(以下、敬称略) 

 

1， 開会の辞：岩本匡史副会長より開会の辞が述べられた。 

2， 会長挨拶：森口一也会長より挨拶が述べられた。 

3， 議長選任：司会者一任により永田美智江が選任される。 

4， 議長就任あいさつ：永田美智江よりあいさつが述べられた。 

5， 議長より議事録者：渡邉竜一・實明日香、議事録署名人：森口一也、永田美智江が選任された。 

6， 議案 

  第１号議案 令和 8 年度事業報告の件 

岩本総務部長より一括朗読が行われた。 

灘支部北嶋先生より視覚障害の会員のために読上げに工夫が必要だと意見があった。 

須磨支部一瀬先生より本会で自賠責保険取扱があるか、自賠責保険請求金額にばらつきがあるの

で適正な金額対策が必要ではないかと質問があった。 

宮川保険部長より取り扱いはないと回答があり、自賠責保険については各損保会社担当者次第で

あると回答があった。 

岩本総務部長より自賠責保険金額については次回理事会議案に挙げると回答した。 

＜ 賛成多数で承認 ＞ 

第 2 号議案 令和 8 年度予算(案)の件 

小西財務部長より予算読上げがあり一部修正の説明が為された。 

中央区支部石橋先生より神戸支部の在り方、仕組みについて見直しが必要ではないかと意見があ

った。また全国大会開催に向けて県下の団体と協力してはどうかと意見があった。 

＜ 賛成多数で承認 ＞ 

第 3 号議案 兵庫鍼灸専門学校の件 

小西財務部長より、兵庫鍼灸専門学校副校長との面談を行った報告がされ、本会の資産保全に問題

はないとの説明がなされた。 

第 4 号議案 その他 

須磨支部一瀬先生より会員の全国大会参加は強制がよいのではないかとの意見。 

中央区支部石橋先生より全国大会に学生参加しやすい仕組みも組み込んで欲しいとの意見。 

灘支部北嶋先生より全国大会参加者が発表する場も設けて欲しい、会場までのアクセスは分かり

やすく表記してほしいとの意見。 

 

7．議事確認：議事録者の渡邉竜一により、本日の議案とその承認の確認が行われた。 

8．閉会の辞：吉田克典副会長より閉会の辞が述べられた。 

以上 



令和 8 年度（2026 年）定時総会 

 
 
会場：兵庫県鍼灸師会館 
日時：令和８年４月２６日（日）13;00～ 
司会：伊坂弘一郎（以下、敬称略） 
 
 
1・開会の辞：吉田克典副会長より開会の辞が述べられた。 
 
2・会長挨拶：森口一也会長より挨拶が述べられた。 
 
3・議長選任：司会者一任により赤峰教文が選任された。 
 
4・議長就任あいさつ：赤峰教文よりあいさつが述べられた。 
 
5・定足数の確認：会員現在数  １３９名 

出席者数    ２１名 
出席委任者数  ６８名 
合 計     ８９名 
 

定款により、本会が有効であることが議長より宣言された。 
 
６．議長より議事録者：大内アルベルト敏雄・今冨祐二 

議事録署名人：森口一也・赤峰教文 がそれぞれ選任された。 
 
７．議事 
  （１）協議事項 
      第１号議案 令和７（２０２５）年度事業報告の件 

岩本総務部長の一括朗読が行われた。質問なし。 
＜ 賛成多数で承認 ＞ 

 
第２号議案 令和７（２０２５）年度決算報告並びに監査報告の件 
決算報告書に基づき、小西財務部長より報告が行われた。 
中村監事より監査報告がなされた。質問なし。 
＜ 賛成多数で承認 ＞ 

 
第３号議案 その他 
特に質問等なし。 

 
 
８．議事確認：議事録者の今冨祐二により、本日の議案とその承認の確認が行われた。 
 
 
９．閉会の辞：西口静江副会長より閉会の辞が述べられ、令和８（２０２６）年度の定時総

会は閉会となった。 

 

                                      以上 
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 会 務 報 告   （令和 8年 1月～5月） 

令和 8 年 1 月理事支部長会 

会場：兵庫県鍼灸師会館 2 階 

日時：令和 8 年 1 月 18 日（日）13 時～ 

出席者：出席理事 13 名（理事総数 14 名）、出席監事１名 

（理事）森口一也、小西作太郎、岩本匡史*、西口静江、 

山嵜大介、宮川浩、吉田克典、實明日香*、川本実央、渡邉竜一、 

大内アルベルト敏雄、今冨祐二*、伊坂弘一郎* 

（支部長）宮﨑正康、大坪ちひろ、顧賢治、小西誠一 

（監事）中村浩士* 
 

1．あいさつ 

森口会長よりあいさつがあった。 

2．開会の辞 

西口副会長より開会の辞があった。 

3．阪神・淡路大震災被災者への黙祷 

阪神・淡路大震災被災者に対し黙祷を捧げた。 

4．議事録者・議事録署名人の指名 

議事録者：西口静江 

議事録署名人：森口一也、中村浩士、奥津えり子 
 

5．協議事項 

第 1 号議案 各部報告・支部報告 

各部報告および支部報告について、修正および追加が行われた。 

また、森口会長より、医療・介護支援パッケージ補助金につい

て説明があり、本会会員への補助金支給および申請手続きを後

日総務部より案内する旨の報告があった。 
 

第 2 号議案 慶弔規程の件 

慶弔規程について協議した結果、弔慰金請求期限を「死亡後 3

か月以内」と明記することが提案された。 

審議の結果、慶弔規程第 5 条へ追加記載し、本決定は今後の案

件から適用すること、また今回の変更は弔慰に関する事項のみ

とすることが承認された。 
 

第 3 号議案 令和 7・8 年度版 緊急連絡体制及び組織図の件 

吉田組織部長より、JIMTEF 研修等の受講者を災害対策本部へ

配置する必要性や、受講しやすい環境整備のため予算化を検討

すべきとの意見があった。 

また、森口会長より、今後県が実施する防災研修へ積極的に参

加していきたいとの説明があった。 

審議の結果、緊急連絡体制組織図は全員賛成で承認され、県へ

の提出および事務所内への掲示を行うこととなった。 
 

第 4 号議案 本会顧問団の件 

吉田組織部長より、鍼灸に理解のある医師や有識者を顧問候補

として検討してはどうかとの提案があった。 

協議の結果、大学・医療機関を問わず、鍼灸に理解のある医師

や市議等の候補者を複数推薦し、引き続き検討することとなっ

た。 

本議案は継続審議とし、2 月理事会で再度協議する。 
 

6．その他 

・本会 75 周年記念の件 

 森口会長より、式典は実施せず、予算総会・総会時に表彰を

行う予定との説明があった。 

・兵庫鍼灸専門学校の件 

 岩本総務部長より、森校長との面談が中止となったため、書

面による回答を受けた後、理事会へ報告する旨の説明があった。 
 

7．閉会 

吉田副会長より閉会の辞があり、閉会した。 
 

 

 

令和 8 年 2 月理事会 

会場：兵庫県鍼灸師会館 2 階 

日時：令和 8 年 2 月 15 日（日）13 時～ 

出席者：出席理事 13 名（理事総数 14 名）、出席監事 2 名 

（理事）森口一也、岩本匡史、小西作太郎、西口静江、 

山嵜大介、宮川浩、吉田克典、實明日香、圓地綾、渡邉竜一、

大内アルベルト敏雄、今冨祐二、伊坂弘一郎 

（監事）中村浩士、奥津えり子 
 

1．あいさつ 

森口会長よりあいさつがあった。 

2．開会の辞 

西口副会長より開会の辞があった。 

3．議事録者・議事録署名人の指名 

議事録者：西口静江 

議事録署名人：森口一也、中村浩士、奥津えり子 
 

4．協議事項 

第 1 号議案 各部報告 

事前配布資料に基づき、各部報告の内容確認および修正が行わ

れた。 

本議案は報告および確認事項のため、採決は行わなかった。 
 

第 2 号議案 県下 3 校優秀者表彰の件 

神戸東洋医療学院、神戸医療福祉専門学校、兵庫鍼灸専門学校

の各校から推薦のあった各 1 名について審議を行い、3 名を表

彰対象者とすることが承認された。 

本議案は全員賛成で承認された。 
 

第 3 号議案 令和 8 年度事業計画・予算案の件 

事業計画案について各部長より説明が行われ、内容の精査を行

った。 

また、小西財務部長より各部予算案の説明があり、各部との調

整を行った。 

本議案は全員賛成で承認された。 
 

第 4 号議案 企業広告掲載の取り扱いについての件 

圓地広報部長より議案上程および「全国大会開催年 広告・協賛
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企画案（概要整理）」について説明が行われた。 

広報部案として、ホームページを活用した開催記念ページの設

置および企業掲載案が提案された。また、全国大会広告に加え、

開催記念ページへの掲載をオプションとして設定することで

告知媒体の拡充につながるとの意見が出された。 

協議では、企業への案内窓口の一本化や重複掲載への配慮、

SNS・ホームページ掲載の有効性、会誌広告掲載企業への対応

などについて意見交換が行われた。 

審議の結果、令和 8 年度の企業広告掲載については、会誌掲載

枠のみを募集するとともに、新規広告掲載企業の開拓を進める

ことが承認された。 

本議案は全員賛成で承認された。 
 

5．その他 

・学術部第 3 回学術講習会の件 

 西口学術部長より、オンライン参加時の顔出しを徹底するた

め、申込時からの周知を強化する方針が示された。 

・表彰委員会の件 

 岩本総務部長より表彰対象者の確認が行われ、表彰は 4 月総

会時に実施することが報告された。 

・兵庫鍼灸専門学校の件 

 岩本総務部長より経過報告があり、今後学校長との面談を行

う予定であることが報告された。担当は小西財務部長とし、日

程確定後に改めて報告することとなった。 
 

6．閉会 

岩本副会長より閉会の辞があり、閉会した。 
 

 

 

令和 8 年 3 月理事支部長会 

会場：兵庫県鍼灸師会館 

日時：令和 8 年 3 月 15 日（日）13 時～ 

出席者：出席理事 12 名（理事総数 14 名）、出席監事 2 名 

（理事）森口一也、岩本匡史*、吉田克典(第 2 号議案予算案より

出席)、西口静江、小西作太郎、山嵜大介、宮川浩、實明日香*、

圓地綾、川本実央、渡邉竜一、今冨祐二* 

（支部長）宮﨑正康、大坪ちひろ、永田美智江、顧賢治（第 2

号議案まで出席） 

（監事）中村浩士*、奥津えり子 
 

1．開会の辞 

岩本副会長より開会の辞があった。 

2．あいさつ 

森口会長よりあいさつがあった。 

3．議事録者・議事録署名人の指名 

議事録者：西口静江 

議事録署名人：森口一也、中村浩士、奥津えり子 
 

4．協議事項 

第 1 号議案 各部報告・支部報告 

事前配布資料に基づき、各部報告および支部報告の内容確認な

らびに修正を行った。 

本議案は報告および確認事項のため、採決は行わなかった。 
 

第 2 号議案 令和 8 年度予算総会の件 

岩本総務部長の進行のもと、令和 8 年度事業計画案について内

容確認および修正を行った。 

また、小西財務部長より令和 8 年度予算案の説明があり、全国

大会関連費用は別会計であることが補足された。 

吉田組織部長より、県下鍼灸学校との連携強化を通じた会員獲

得施策について説明があった。 

岩本総務部長より、新規入会者の減少や会員構成の課題、準会

員制度に関する課題について説明があり、会員獲得策について

引き続き検討することとなった。 

本議案は全員賛成で承認された。 
 

第 3 号議案 鍼灸フェス 2026 の件 

川本青年部長より事業内容について説明があった。 

運営費の管理については、鍼灸フェス関連収支を兵庫県鍼灸師

会学術部口座で管理し、学術部と青年部で確認を行うこととし

た。利用期間は鍼灸フェス終了までとし、口座責任者は川本青

年部長とする。 

また、広報活動については、鍼灸フェス専用の SNS（Instagram）

を開設して情報発信を行うことが報告された。 

西口学術部長より、Facebook については福岡大会から引き継

がれたアカウントで情報発信が行われていたことが補足説明

された。 

本議案は内容の周知および確認事項のため、採決は行わなかっ

た。 
 

5．その他 

・鍼灸師賠償責任保険講習会の件 

實厚生部長より、講習会開催に向けた調整状況について報告が

あった。会員外の受講も可能とし、講座運営については学術部・

厚生部・IT 委員で調整を進めることとなった。あわせて、令和

8 年 4 月 1 日付でビーンスタークが「株式会社みらい保険パー

トナーズ」へ社名変更予定であることが報告された。 

・兵庫鍼灸専門学校の件 

小西財務部長による学校側との面談内容について報告があっ

た。本件については、予算総会において会員へ説明を行う予定

である。 
 

6．閉会 

吉田副会長より閉会の辞があり、閉会した。 
 

 

 

令和 8 年 4 月理事支部長会 

会場：兵庫県鍼灸師会館 

日時：令和 8 年 4 月 19 日（日）13 時～ 

出席者：出席理事 13 名（理事総数 14 名）、出席監事 2 名 

（理事）森口一也、岩本匡史*、吉田克典、西口静江、 

小西作太郎、山嵜大介、宮川浩、實明日香*、圓地綾、川本実央、 

今冨祐二*、伊坂弘一郎*、大内アルベルト敏雄 

（支部長）宮﨑正康、大坪ちひろ、永田美智江、顧賢治 
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（監事）中村浩士*、奥津えり子 
 

1．開会の辞 

西口副会長より開会の辞があった。 

2．あいさつ 

森口会長よりあいさつがあった。 

3．議事録者・議事録署名人の指名 

議事録者：西口静江 

議事録署名人：森口一也、中村浩士、奥津えり子 
 

4．協議事項 

第 1 号議案 各部報告・支部報告 

岩本総務部長の進行のもと、事前配布資料に基づき各部報告お

よび支部報告の内容確認ならびに修正を行った。 

本議案は報告および確認事項のため、採決は行わなかった。 
 

第 2 号議案 休会の件 

福岡邦子先生の休会について、日本鍼灸師会の規定に沿って協

議を行った。 

本議案は全員賛成で承認された。 
 

第 3 号議案 新入会の件 

大﨑真生先生（尼崎支部）の入会について審議を行った。 

また、入会時の登録用紙における「本籍」欄の必要性について

協議し、削除することとした。 

本議案は全員賛成で承認された。 
 

第 4 号議案 定時総会の件 

岩本総務部長の進行のもと、令和 7 年度事業報告について事前

配布資料に基づき内容確認および修正を行った。 

また、小西財務部長より定時総会資料第 2 号議案について説明

が行われた。 

中村監事より、当日実施した監査において通帳および現金の確

認を行い、問題がなかったことが報告された。 

本議案は全員賛成で承認された。 
 

5．その他 

・第 3 回学術講習会（災害医療研修）の件 

西口学術部長より、鍼灸師の災害時における役割や支援者支援

をテーマとした研修構想について説明があった。また、DMAT

隊員や行政関係者を講師候補として検討していることが報告

された。 

支援者の疲弊への対応や女性施術者の安全確保などの意見も

出され、今後、県医務課と協議のうえ講師選定および日程調整

を進めることとなった。 

・6 月会誌の件 

圓地広報部長より、6 月号会誌発行に向けた原稿提出の依頼が

あった。 
 

6．閉会 

吉田副会長より閉会の辞があり、閉会した。 
 

 

 

 

令和 8 年 5 月理事支部長会 

会場：兵庫県鍼灸師会館 2 階 

日時：令和 8 年 5 月 17 日（日）13 時～ 

出席者：出席理事 11 名（理事総数 14 名）、出席監事１名 

（理事）森口一也、岩本匡史*、吉田克典、西口静江、 

小西作太郎、山嵜大介、實明日香*、川本実央、今冨祐二*、 

大内アルベルト敏雄、渡邉竜一 

（支部長）大坪ちひろ、永田美智江、顧賢治 

（監事）中村浩士* 
 

1．開会の辞 

吉田副会長より開会の辞があった。 

2．あいさつ 

森口会長よりあいさつがあった。 

3．議事録者・議事録署名人の指名 

議事録者：實明日香 

議事録署名人：森口一也、中村浩士 
 

4．協議事項 

第 1 号議案 新入会員の件 

新たに 2 名の入会申請について審議を行った。 

本議案は全員賛成で承認された。 
 

第 2 号議案 各部報告・支部報告 

岩本総務部長の進行のもと、事前配布資料に基づき各部報告お

よび支部報告の内容確認ならびに修正を行った。 

本議案は報告および確認事項のため、採決は行わなかった。 
 

5．その他 

・会誌の件 

圓地広報部長代理として岩本総務部長より、会誌作成の進捗状

況について報告があった。 

・第 1 回学術講習会の件 

西口学術部長より、申込状況、当日の実技モデル募集および運

営スケジュールについて説明があった。 
 

6．閉会 

西口副会長より閉会の辞があり、閉会した。 
 

 

 

＊…支部長を兼任されている理事・監事は「姓名*」と表記して

おります。 
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 各 部 報 告  （令和 7年 12 月～令和 8年 4 月） 

 

本部・総務部（森口会長・岩本部長） 

12 月 9 日(火)日鍼会スポーツ委員会 ZOOM 会議 

12 月 12 日(金)日鍼会全国大会打合せ     於：WEB 

12 月 13 日(土)医心方について日鍼会中村会長と打合せ 

12 月 18 日(木)厚生労働省老健局事業について日鍼会 

児山副会長と打ち合わせ 

12 月 19 日(金)日鍼会全国大会青年部打合せ  於 WEB 

12 月 22 日(月)日鍼会スポーツ委員会について日鍼会 

児山副会長打ち合わせ 

12 月 25 日(木)厚生労働省老健局事業について日鍼会 

安田副会長と打ち合わせ 

1 月 13 日(火)日鍼会スポーツ委員会 ZOOM 会議 

1 月 26 日(月)日本鍼灸師会全国大会執行部打合せ  

於：WEB（森口・西口・吉田・小西・山嵜・今冨・岩本） 

2 月 4 日(水)日鍼会スポーツ委員会  於：ZOOM（森口） 

2 月 8 日(日)日鍼会スポーツ鍼灸トレーナー講習会     

於：豊島区民センター（森口） 

2月 25日(水)神戸視覚障害センター卒業式 於：（吉田） 

3 月 8 日(日)森ノ宮医療専門学校卒業式  於：（森口） 

3 月 12 日(木)明治東洋医学院卒業式          （西口） 

3 月 19 日(木)県議自民党訪問        於：県庁（岩本） 

3 月 24 日(火)市議自民党訪問  

於：神戸市役所（森口・岩本・西口・中村） 

3 月 26 日(木)県医務課訪問 ：県庁（（西口・森口・吉田） 

4月 16日(木)神戸市役所秘書課 山川課長 大久保氏面談 

           於：神戸市役所 

4 月 23 日(木)第一楼訪問   於：（圓地・西口・森口） 

4 月 28 日(火)飯塚近畿ブロック長と打ち合わせ 

4 月 30 日(木)医務課訪問 於：県庁（森口・岩本・西口） 

 

財務部（小西部長） 

12 月 9 日(火)療養費取扱者 DK システム利用料預り金の

清算          於：会館（小西） 

12 月 18 日(木)点検業務委託契約書について甲南防災株

式会社へ連絡    於：会館（小西） 

1 月 9 日(金)消防点検費の清算処理  於：会館（小西）                   

1 月 19 日(月)慶弔処理（東播支部：小川幹央先生ご逝

去・全国大会会場費前払      (小西） 

1 月 26 日(月)鍼灸師賠償責任保険預り金清算 （小西） 

1 月 28 日(水)年末調整書類の提出  於：神戸税務署 

3 月 8 日(日)日鍼会会費後期分の清算処理   （小西） 

3 月 11 日(水)兵庫鍼灸専門学校 

森校長、淵岡副校長と面談 於：会館（小西）                   

3 月 19 日(木)保険審査会 12～3 月活動費の清算準備 

於：会館（小西） 

3月 20日(金)期末監査準備      於:会館（小西） 

3月 21日(土)期末監査準備      於:会館（小西） 

3 月 31 日(火)理事支部長会の交通費等清算準備 

退職金清算処理・事務職員次年度有期雇用

契約に関する面談    於：会館（小西） 

4 月 1・2・6・8・9・10・13・14 日 期末監査準備 （小西） 

4 月 19 日(日)期末監査 

於：会館（正副会長・監事川本顧問・財務部） 

※その他 ・清算振替処理 随時       （小西） 

 

学術部（西口部長） 

12月17日(水)第52回東洋医学夏季大学の東洋療法研修

試験財団共催報告書送付 日本鍼灸師会             

於：メール（西口） 

1月18日(日)理事支部長会・合同委員会・学術部打合せ 

於：会館（伊坂・渡邉・西口） 

2月1日(日)第3回学術講習会  

於：会館（伊坂・渡邉・西口） 

2月5日(木)第3回学術講習会生涯研修単位申請  

NELS事務局 於：メール（西口） 

第3回学術講習会 第１講座認定指定C講座 

単位申請 全日本鍼灸学会 於：メール（西口） 

2月8日(日)全日本鍼灸学会近畿支部認定指定AB講座  

運営参加 於：会館（西口） 

2月10日(火)第3回学術講習会第１講座認定指定C講座 

単位承認通知受け取り全日本鍼灸学会  

於：メール（西口） 

3月31日(火)令和7年度生涯研修修了報告書書類一式提出 

令和8年度 財団共催生涯研修会申請書書類一式提出  

令和8年度 生涯研修開催届提出書類一式提出  

於：メール（西口） 

4月15日(水)全日本鍼灸学会指定認定講座C講座申請 

対象：第1回学術講習会 於：メール（西口） 
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4月16日(木)東洋療法試験財団共催の申請結果の通知 

日鍼会事務局 結果：令和8年度の共催なし 

4月29日(水)日鍼会事務局より令和7年度生涯研修修了書

交付通知 後日郵送 於：メール（西口） 

4月30日(木)県医務課へ第3回学術講習会講師依頼 

（災害医療研修講座）於：県庁（森口・岩本・西口） 

 

普及部（山嵜部長） 

12 月 17 日(水)HKC 忘年会（ 於：魚菜家しぶき（山嵜） 

1 月 18 日(日)各部合同委員会  

於：会館（松原・大内・山嵜）

3 月 19 日(木)HKC 幹事会ハイブリッド 

    於：ひょうごボランタリープラザ（山嵜） 

 

保険部（宮川部長） 

12 月 2 日(火)マイナ保険証資格確認の受け付けができ

ない施術所での資格確認方法についての

厚労省通知の件、保険部委員を通じ療養

費取扱会員に連絡      （宮川） 

12 月 11 日(木)令和 7 年度 兵庫県介護予防・生活支援

推進会議にリモート参加 

12 月 14 日(日)療養費等適正運用指導  

於：会館（西口・小西・赤峰・青野・宮川） 

1 月 11 日(火)療養費等適正運用指導  

於：会館（西口・小西・赤峰・青野・宮川） 

1 月 28 日(金)DK システム価格変更の件を保険部委員を

通じ、療養費取扱会員各位にメールで通

知             （宮川） 

1 月 11 日(日)療養費等適正運用指導  

於：会館（西口・小西・赤峰・青野・宮川） 

1 月 28 日(水)DK システム価格変更の件を保険部委員か

ら療養費取扱会員にメールで通知（宮川） 

2 月 8 日(火)療養費等適正運用指導  

於：会館（西口・小西・赤峰・青野・宮川） 

2 月 25 日(水)令和 7 年度療養費等研修会開催案内を保

険部委員を通じ、療養費取扱会員にメール

で通知            （宮川） 

3 月 1 日(日)近畿ブロック保険部長会議出席   

於：京都むろまち鍼灸（宮川） 

3 月 8 日(日)療養費等適正運用指導  

於：会館（西口・小西・青野・宮川） 

3 月 14 日(土)令和 7 年度 療養費等適正運用研修会開催

於：ZOOM（西口・宮川） 

3 月 16 日(月)兵庫県国民健康保険団体連合会訪問 

木岡良仁審査部審査第一課長と面談 

兵庫県後期高齢者医療広域連合訪問 

給付課給付第 2 係 滝中亮介氏と小南沙絵 

氏と面談 

全国健康保険協会兵庫支部訪問  

業務グループ 俵興市主任と面談 

損害保険料率算出機構訪問  

力武寿美子医調課課長と面談            

（宮川） 

4 月 12 日(日)療養費等適正運用指導  

於：会館（小西・赤峰・青野・宮川） 

 

広報部（圓地部長） 

12 月 18 日(木)藤本印刷(株)新年号の印刷の依頼を行う  

於：電話・メール（圓地） 

1 月 13 日(火)藤本印刷(株)新年号会誌の原稿を入稿      

於：メール（圓地） 

1 月 14 日(水)藤本印刷(株)より校正原稿が届き、最終

確認作業  於：メール（川本、圓地） 

1 月 16 日(金)校正完了 藤本印刷(株)へ印刷の連絡         

於：電話（圓地） 

1 月 18 日(日)理事支部長会・合同委員会出席 

於：会館（川本） 

1 月 19 日(月)会誌の完成 事務所へ発送 

1 月 20 日(火)事務所へ会誌の納品     於：会館 

1 月 22 日(木)紙媒体の希望者への会誌の発送 

PDF 送付用の準備 於：会館（國川・圓地） 

1 月 26 日(月)ペーパーレス対応の会員へのメール配信

HP への会誌 PDF データ掲載 

於：会館（國川・圓地） 

2 月 2 日(月)会誌広告打合せ  於：LINE（川本・圓地） 

2 月 11 日(水)R8 年の会誌広告打合せ  

於：LINE（川本、圓地） 

2 月 26 日(木)「R8 年度会誌広告についての掲載のご案

内」等、企業送付用の案内文、要項、申

込用紙の作成        （圓地） 

3 月 5 日(木)事務局より会誌広告の件を郵送 

於：会館（國川） 
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4 月 19 日(日)理事支部長会にて令和 8 年度 6 月号の会

誌についての原稿依頼を開始  於：会館 

【随時更新・作業】 

ホームページ（圓地・西口）Instagram（實・川本）

Facebook（山嵜・西口） 

会誌発行準備（圓地・川本・総務部・その他各担当者） 

 

組織部（吉田部長） 

1 月 6 日(火)日鍼会から準会員名簿送付 

1 月 30 日(金)神戸東洋医療学院石橋理事長と面談  

於：神戸東洋医療学院（吉田） 

4 月 26 日(日)新入会者説明  

於：会館（今冨・西口・川本・實・吉田） 

 

厚生部（實部長） 

2 月 17 日(火)ビーンスターク松井氏  

次年度セミナー打ち合わせ 於：メール（實） 

青年部（川本部長） 

12 月 19 日(金)日本鍼灸師会青年委員会との鍼灸フェス

について第一回 ZOOM 会議に参加鍼灸フェ

スについて概要説明 於：ZOOM（川本・實） 

1 月 26 日(月)鍼灸フェス 2026 に向けて出展依頼リスト

にピックアップした治療家の分類分け及

び依頼優先順位の検討会議 

於：ZOOM（川本・實） 

3 月 5 日(木)青年委員会 ZOOM 会議に参加、鍼灸フェス

2026 進捗状況を発言 於：ZOOM（川本・實） 

3 月 24 日(火)全国青年部長 ZOOM 会議に参加、鍼灸フェ

ス 2026 進捗状況を発言 於：ZOOM（川本） 

4 月 21 日(火)日鍼会の川井先生、永島先生より会計処理

のレクチャーZOOM 会議参加  

於：ZOOM（岩本、西口・小西・川本・實） 

4 月 23 日(木)近畿ブロック青年部鍼灸フェス実行委員

グループ LINE へ鍼灸フェス運営スタッフ

募集条件の共有と協力依頼発信（以後

5/10 まで質問と申請受付） 

於：LINE（川本・實） 

4 月 28 日(火)吉田先生を通して滋賀県鍼灸師会、奈良

県鍼灸師会各１名の鍼灸フェス運営スタッ

フ協力依頼をお願い  於：LINE（川本） 

OMFES 松尾さんと實青年副部長の 2 名で

ZOOM ミーティング開催 於：ZOOM（實） 

【随時】青年部フェスにむけて連絡、相談  

於：メール、LINE（川本、實） 

 

表彰委員会（森口委員長） 

2 月 15 日(日)兵庫県鍼灸師会 75 周年記念表彰授与者 

選別 （於：会館（岩本・今冨） 

2 月 19 日(木)兵庫県鍼灸師会 75 周年記念表彰授与者 

リストを提出 於：P.B.T 今冨鍼灸院（今冨） 

4 月 27 日(月)令和 8 年度「兵庫県高齢者特別表彰」の 

潜在候補者調査票作成及び県庁医務課へ報告 

      於：P.B.T 今冨鍼灸院（今冨） 

 

政治連盟（森口委員長） 

12 月 1 日(月)当会顧問 関よしひろ議員政経セミナー 

於 ANA クラウンプラザ神戸（一瀬・吉田） 

12 月 11 日(木)午前 自民党兵庫県議団へ陳情  

吉岡たけし政調会長・橘・白井両副会長  

兵庫県柔道整復師会菱谷、小松両副会長 

午後 兵庫県庁医務課訪問 於：兵庫県庁  

兵庫県柔道整復師会 上田、菱谷、小松正副会長 

12 月 12 日(金)大野神戸市議に政調会長にアポ取りの 

お願い電話 

12 月 15 日(月)自民党神戸市議団 吉田健吾政調会長に

陳情     於：神戸市役所（森口） 

12 月 29 日(月)兵庫県柔道整復師会 菱谷副会長に一年

間のお礼   於：菱谷接骨院（森口） 

1 月 11 日(日)福島元県議と面談  

於：森口鍼灸治療室接骨院 

1 月 29 日(木)盛山元顧問事務所へ推薦書持参  

於：盛山元顧問神戸事務所 

     坊やすなが元市議選挙事務所へ推薦書とポス 

ター受け取り  於：坊元市議選挙事務所 

高市総理応援演説 於：舞子公園芝生広場 

坊やすなが元市議演説応援   於：長田橋 

1 月 30 日(金)関よしひろ顧問選挙事務所へ陣中見舞い 

持参            於：関よしひろ選挙事務所  

1月 31日(土)坊やすなが元市議選挙事務所へ推薦書持参 

於：坊元市議選挙事務所 

坊やすなが元市議 演説応援  

於：兵庫駅南広場 
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2 月 1 日(日)西村康稔選挙事務所へ陣中見舞い持参 

                   於：西村康稔明石事務所（森口） 

盛山正仁元顧問 国政報告会     

於：シマブンビル（森口） 

坊やすなが選挙事務所へ陣中見舞い持参 

 於：坊やすなが選挙事務所（森口） 

阿部けいし選挙事務所 

 於：兵庫区民ホール（岩本） 

2 月 5 日(木)坊やすなが選挙事務所へ名簿持参  

於：坊やすなが選挙事務所（森口） 

2 月６日(金)坊やすなが演説会応援  

於：東山市場前（森口） 

2 月 21 日(土)前市議 守屋隆主催の人街ラボ参加  

於：湊川ホール（森口） 

2月 23日(月)元神戸市議長安達和彦先生の叙勲受章者を

祝う会    於：ホテルオークラ（森口） 

3 月 7 日(土)自民党兵庫県連大会に代わる総務会 

於：ラッセホール（森口） 

3 月 13 日(金)福島茂利前県議活動報告  

於：湊川ホール（森口） 

3 月 16 日(月)長瀬顧問に医務課長面会のアテンドの 

お願い 

3 月 19 日(木)自民党兵庫県議団と意見交換会 

          於：兵庫県庁（岩本） 

3 月 24 日(火)自民党神戸市議団と意見交換会  

於：神戸市役所（岩本・西口・森口・中村） 

3 月 31 日(火)吉田健吾神戸市議よりコングレスバック 

配給不可の連絡 

4 月 9 日(木)盛山正仁顧問神戸事務所訪問  

戸井田秘書 奥様  於：盛山正仁事務所 

加田裕之顧問神戸事務所訪問  

菊川秘書丸山秘書  於：加田裕之事務所 

4 月 18 日(土)西村やすとし政経セミナー  

於：ANA クラウンプラザ（吉田・岩本） 

 

危機管理委員会（岩本委員長） 

12 月 21 日(日)第 3 回危機管理委員会  

於：会館（森口・圓地・大内・實・山嵜・吉田・西口） 

12月23日(火)第3回危機管理委員会議事録総務部送付  

於：メール（西口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報部では、会員の皆様からのご寄稿をお待ちしております。 

下記のような内容の原稿をお寄せください。 

【原稿内容】① 学術に関する原稿 

② 会務に関するご提案・ご要望 

③ その他、専門分野を問わず、日頃の臨床経験や感じたことなど、 

自由な視点でのご投稿を歓迎いたします。 

【原稿量】 ・A4 判 1～2 頁程度（写真・添付資料を含む） 

・お一人につき、1 会誌 1 投稿まで 

【送付先・お問い合わせ先】 

一般社団法人 兵庫県鍼灸師会 広報部 

〒650-0003 神戸市中央区山本通 2-14-31 

TEL：078-231-1189 

FAX：078-231-4189 

E-mail：hyogo.am@gmail.com 

 



             支 部 だ よ り  （令和 7 年 12 月～令和 8 年 4 月） 

 

伊丹支部（宮﨑支部長） 

1 月 18 日(日)理事支部長会・合同委員会出席  

於：会館(宮﨑) 

3 月 15 日(日)理事支部長会出席   於：会館 (宮﨑) 

3 月 29 日(日)令和 8 年度予算総会・兵庫県鍼灸師連盟 

令和 8 年度通常総会出席 於：会館(宮﨑) 

4 月 19 日(日)理事支部長会出席    於：会館(宮﨑) 

4 月 26 日((日)令和 8 年度定時総会出席 於：会館(宮﨑) 

 

尼崎支部（今冨支部長） 

12 月 21 日(日)理事支部長会出席  於：会館（今冨） 

1 月 18 日(日)理事支部長会・合同委員会・出席  

於：会館（今冨） 

新年会出席 於：神戸和食とよき（今冨） 

１月 19 日(月)尼崎市役所 包括支援担当（桑原）と介護

予防事業参加の説明（今冨）於：尼崎市役所 

2 月 1 日(日)第 3 回学術講習会参加  

於：神戸市産業振興センター8Ｆ（森・今冨） 

2 月 8 日(日)総会等の相談 

 於：ぎょうざの満州・塚口店（四良丸・今冨） 

3 月 15 日(日)理事支部長会 於：会館（今冨） 

3 月 22 日(日)尼崎市鍼灸師会通常総会 於：和食さと

（玉田・川口・森・四良丸・太田・飯田・今冨） 

3 月 29 日(日)兵庫県鍼灸師会 令和 8 年度予算総会  

於：会館（今冨） 

3 月 29 日(日)兵庫県鍼灸師連盟 令和 8 年度通常総会 

於：会館（今冨） 

4 月 1 日(水)全国大会㏌兵庫 支部長説明会  

於：ZOOM（今冨） 

4 月 19 日(日)理事支部長会      於：会館（今冨） 

4 月 26 日(日)令和 8年度定時総会   於：会館（今冨） 

兵庫県鍼灸師会 75 周年記念表彰式  

於：会館（今冨） 

尼崎支部新会員大﨑先生と面会  

於：会館（今冨） 

宝塚支部（大坪支部長） 

12 月 21 日(日)理事支部長会出席  於:会館（大坪） 

1 月 18 日(日)理事支部長会出席    於:会館 (大坪) 

1 月 31 日(土)三田市フレイル予防健康教室  

於:東山公民館 (西口) 

2 月 7 日(土) 三田市フレイル予防健康教室  

 於:あかしあ台コミュニティハウス (吉田) 

2 月 11 日(水)支部総会会場費支払い  

 於：宝塚市立男女参画センター (大坪) 

2 月 19 日(木)三田市フレイル予防健康教室  

於:波豆川公民館 (前川) 

3 月 15 日(日)理事支部長会出席    於:会館 (大坪) 

3 月 20 日(金)支部総会 於:宝塚市男女参画ｾﾝﾀｰ 

(川本・尾関・前川・大坪） 

3 月 29 日(日)予算総会出席       於:会館 (尾関) 

4 月 19 日(日)理事支部長会出席    於:会館（大坪） 

4 月 26 日(日)定時総会出席      於:会館（大坪） 

 

西宮支部（永田支部長） 

12 月 21 日(日)理事支部長会出席  於:会館（永田） 

12 月 31 日(水)惠美公二郎先生 退会 

1 月 24 日(土)支部役員会・監査会  

於：勤労会館（赤峰・宮﨑・永田） 

2 月 7 日(土)支部総会  

於：勤労会館（赤峰 淵岡 惠美 宮﨑 永田） 

2 月 7 日(土)支部親睦会  

於：る主水（赤峰 淵岡 惠美 宮﨑 永田） 

3 月 15 日(日)理事支部長会    於：会館（永田） 

4 月 1 日(水)全国大会説明会     於：Zoom（永田） 

4 月 19 日(日)理事支部長会      於：会館（永田） 

 

芦屋支部（伊坂支部長） 

芦屋市高齢者生きがい活動支援通所事業（佐々木、宮

川） 7 月 5 回 参加者 68 人・8 月 4 回 参加者 48 人・9

月 4 回 参加者 52 人 10 月 5 回 参加者 83 人・11 月 4 回 

参加者 65 人・12 月 4 回 参加者 58 人 1 月 4 回 参加者

64 人 2 月 4 回 参加者 67 人・3 月 4 回  参加者 67 人 

 

灘支部（中村支部長） 

12 月 21 日(日)理事支部長会出席  於:会館（中村） 

1 月 18 日(日)理事支部長会出席    於：会館（中村） 

1 月 20 日(火)ボランティア治療（児童 12 名、職員 1 名

を治療）     於：信愛学園（大内） 

3 月 17 日(火)ボランティア治療（児童 9 名を治療） 

於：信愛学園 （大内） 



3 月 29 日(日)令和 8 年度予算総会・鍼灸師連盟総会出席

（中村） 

4 月 19 日(日)理事支部長会出席     於：（中村） 

4 月 21 日(火)ボランティア治療（児童 10名を治療）於：

信愛学園        （大内・浅岡） 

4 月 26 日(日)定時総会出席        於：（中村） 

 

中央区支部（顧支部長） 

1 月 18 日(日)理事支部長会・合同委員会・ 

出席 於：会館（顧） 

新年会出席 於：神戸和食 とよき（顧） 

3 月 29 日(日)令和 8 年度兵庫県鍼灸師会通常予算総会 

出席          於：会館（顧） 

       令和 7 年度神戸市鍼灸師会総会 出席  

                   於：会館（顧） 

4 月 19 日(日)理事支部長会出席     於:会館（顧） 

 

兵庫長田支部（柴田支部長） 

12 月 25 日(木)支部財務状況確認  

於：柴田はりきゅう（山嵜、柴田） 

1 月 9 日(金)支部会員連絡事項 配送および郵送（柴田） 

2 月 6 日(金)令和 7 年度支部決算確認 

（山嵜、原田、柴田） 

2 月 7 日(土)支部総会 於：VESTA 大開通店 

3 月 19 日(木)支部連絡事項の封筒郵送   （柴田） 

3 月 24 日(火)支部連絡事項の資料投函   （柴田） 

3 月 24 日(火)青野浩子先生 御尊父様逝去（2/21） 

4 月 3 日(金)全国大会 in 兵庫  支部サポート人数調査 

 

須磨支部（五十嵐支部長） 

 

東播支部（藤本支部長） 

4 月 30 日(木)梶重夫先生退会 

 

西播支部（實支部長） 

12 月 21 日(日)理事支部長会出席   於:会館（實） 

1 月 18 日(日)理事支部長会     於：会館（實） 

3 月 15 日(日)理事支部長会     於：会館（實） 

4 月 19 日(日)理事支部長会出席    於:会館（實） 

 

但馬支部（小西支部長） 

1 月 18 日(日)理事支部長会・合同委員会出席  

於：（小西） 

1 月 19 日(月)後期会費振込 

 

淡路支部（岩本支部長） 

12 月 21 日(日)理事支部長会出席  於:会館（岩本） 

1 月 18 日(日)理事支部長会・合同委員会出席   

於：（岩本） 

1 月 19 日(月)後期会費振込 

3 月 15 日(日)理事支部長会     於：会館（岩本） 

3 月 29 日(日)兵庫県鍼灸師会 令和 8 年度予算総会  

於：会館（岩本） 

3 月 29 日(日)兵庫県鍼灸師連盟 令和 8 年度通常総会 

於：会館（岩本） 

4 月 19 日(日)理事支部長会出席    於:会館（岩本） 

4 月 26 日(日)定時総会出席      於:会館（岩本） 

 

神戸市鍼灸師会（中村灘支部長） 

2 月 8 日(日)平井まち子市議市政報告会出席  

於：神戸飯店（顧・新元・中村） 

2 月 23 日(月)安達和彦君の叙勲受賞を祝う会出席   

於：ホテルオークラ (中村) 

3 月 6 日(金)高齢者向け施術費割引券の市師会取り扱い

分の集計及び請求        （中村） 

3 月 24 日(火)令和 8年度神戸市予算編成に対する要望懇

談会出席  （森口・岩本・西口・中村） 

3 月 24 日(火)神戸市鍼灸師会監査 

3 月 29 日(日)神戸市鍼灸師会通常総会開催 

3 月 30 日(月)高齢者向け割引券利用分の市師会取り扱い

分の振込み           （中村） 

4 月 6 日(月)高齢者向け施術費割引券の市師会取り扱い

分の集計及び請求        （中村） 

4 月 13 日(月)吉田健吾市議事務所訪問高齢者向け施術

費割引券利用率向上についての打合せ（中村） 

4 月 14 日(火)灘区老人クラブ連合会 役員会出席 

於：灘区都会館  (中村） 

4 月 20 日(月)灘区老人クラブ連合会 会長会議出席 

於：灘区都会館（顧・中村） 

4 月 29 日(水)守屋隆司前神戸市議叙勲（旭日小綬章）

に対する祝電送付（顧） 

4 月 30 日(木)高齢者向け割引券利用分の市師会取り扱

い分の振込み         （中村） 

 



■ 各支部と神戸市鍼灸師会の活動報告 

ここからは、令和７年度に各支部で行われた主な活動について報告します。 

地域の特性を生かした取り組みや、会員同士の交流を中心に活動の様子を紹介します。 

【 尼崎支部 活動報告 】 

「Next Step！尼崎支部の現状と未来」 

尼崎支部長 今冨 祐二 

 

近年、当支部において慢性的な会員不足が大きな課題となっている。県鍼灸師会

でも会員数の減少や高齢化に伴い、鍼灸師会の運営や各種活動の継続に不安を抱え

る場面も少なくない。しかし、そのような状況の中、今年新たに大﨑真生先生に尼

崎支部へ入会していただき、我が支部として大変心強く感じている。新会員の存在

は、組織に新しい視点や活力をもたらし、今後の活動を継続していくうえで大きな支

えとなっている。今後も支部の魅力や活動内容を積極的に発信しながら、会員増加

に向けた取り組みを継続していきたいと考えている。 

尼崎支部の活動については、総会や例会をはじめ、忘年会な

ど会員相互の親睦を深める行事を継続して実施している。総会

では年間活動の報告や今後の方針について意見交換を行い、例

会では情報共有や知識向上の場として有意義な時間となって

いる。また、忘年会などの交流行事は、会員同士の結びつきを

強め、日頃の活動を支える良好な関係づくりにもつながってい

る。こうした活動を継続することは、支部の活性化だけでなく、

新規会員が参加しやすい雰囲気づくりにも重要であると感じている。 

 

さらに、地域との連携を深めるため、尼崎市が実施する企画や事業

（フレイル予防等）への協力・参加についても模索を続けている。地域

社会との関わりを持つことで、鍼灸師の存在意義を広く知っていただ

く機会となるだけでなく、地域貢献という観点からも重要な取り組み

である。現時点では検討段階の部分も多いが、行政や地域団体との連携

を視野に入れながら、支部としてどのような形で協力できるかを考えて

いきたい。 

また、兵庫県師会活動にも積極的に参加していきたいと思っている。 

県全体での取り組み（夏季大学、今期は全国大会）や講習会への参加を通じて、新しい知識や情報を得

るだけでなく、他支部との交流や連携を深める機会にもなっている。こうした活動を支部へ還元すること

で、会員の資質向上や支部活動の充実につなげていきたいと考えている。 

今後も限られた会員数の中ではあるが、会員相互の協力を大切にしながら地域との連携を深め、鍼灸師

の社会的地位向上に努めるとともに、支部活動の維持・発展を図り、より魅力ある団体づくりに取り組ん

でいきたい。 

尼崎支部の総会の様子 

尼崎支部の例会の様子 



【 宝塚支部 活動報告 】 

令和 7 年度 支部総会開催 

宝塚支部長 大坪 ちひろ 

 

去る 3 月 20 日（金・祝）、宝塚市立男女共同参画センターにおいて、令和 7 年度

宝塚支部総会を開催いたしました。 

当日は貴重な祝日であり、また朝早くから、少人数ではありますがご出席いただ

き、いつものメンバーで和やかな支部総会となりました。 

総会ではまず、財務部より令和 7 年度収支決算報告および令和 8 年度収支予算案

について説明が行われました。また、夏季大学の講習会費の変更などについても補

足説明があり、その他の事項についても詳細な説明が行われました。 

特に今年、兵庫県で開催される全国大会については、運営スタッフへの参加のお願いや講習会費の支部

負担などについて、昨年度よりも具体的な内容で話し合うことができました。先生方のご意見を直接伺

える、またとない機会となりました。 

総会終了後には、1 年ぶりということもあり、それぞれの近況や理事支部長会での出来事などについて

語り合い、会員同士の懇親の場となりました。最後まで和気あいあいとした雰囲気の総会となりました。 

最後になりますが、お忙しい中、支部総会にご出席いただいた会員の皆様に御礼申し上げます。 

今年度も宝塚支部は県師会の協力のもと、三田市フレイル予防健康教室への参加などを通じて、地域社

会により親しみやすく鍼灸の魅力を広めてまいります。講師としてご参加くださる先生方に感謝申し上げ

ます。ありがとうございます。 

今後ともご支援とご協力をお願いいたします。 

 
 

【 須磨支部 活動報告 】 

令和 7 年度 須磨支部総会 

須磨 副支部長 新元 秀典 

令和 7 年度須磨支部総会の活動報告をいたします。 

本年度の総会は相楽園において開催しましたが、当日は大寒波と衆議院議員総選挙が重なる慌ただし

い日でした。県庁周辺にも積雪があり、あいにくの天候でしたが、雪化粧した美しい相楽園を眺めなが

ら、参加者 7 名で前年度事業報告と決算報告、ならびに新年度事業計画について審議しました。 

活発な意見交換が行われ、特に廃棄鍼を処理する際の廃棄ボックスを支部で購入・配布し、満杯になれ

ば支部で回収したうえで、産業廃棄物処理業者へ適正に

委託する体制について確認しました。 

総会終了後は園内のフランス料理店にて懇親会を行

い、料理を楽しみながら会員同士の親睦を深めました。 

今回の総会を通じて支部の結束が一層強まり、今後の

鍼灸医療の発展と地域への貢献に向けて共通認識を持

つ、有意義な機会となりました。 



【 神戸市鍼灸師会 活動報告 】 

神戸市鍼灸師会の取り組みと今後の展望 

 

中央区支部長／神戸市鍼灸師会 理事 

顧 賢治 

 

中央区は名前の通り神戸市のほぼ中央に位置しており、北は六甲の山々を隔て

て北区、東は灘区、西は兵庫区と接しています。 

1980 年 2 月 1 日に、旧生田区（現在のフラワーロード）を境に分かれていた

旧葺合区と旧生田区が合区して誕生し、2020 年に区政 40 周年を迎えました。 

私は現在、神戸市鍼灸師会の理事として活動しております。 

現在、神戸市鍼灸師会では、老人助成制度の受給率向上と受給年齢の引き下げを目標に活動しており

ます。この活動は歴代神戸市鍼灸師会会長から引き継がれてきた継続事業であり、現会長の中村浩士先

生とともに取り組んでおります。 

この老人助成制度の年齢引き下げの課題は、現在話題となっている神戸市室内管弦楽団の問題とも関

連しています。神戸市室内管弦楽団には神戸市から年間約 8,000 万円の助成金が交付されていますが、

神戸市鍼灸師会も他団体とともに社会福祉協議会を通じて年間数千万円規模の助成を受けています。 

しかし、この助成制度も神戸市室内管弦楽団と同様に、削減または廃止の危機を迎える可能性がありま

す。それでは、せっかくの助成制度を十分に活かすことができません。 

この課題を乗り越えるため、中村浩士会長とともに、神戸市鍼灸師会顧問である神戸市会議員の先生

方から助言やご支援をいただきながら、老人助成制度の受給率向上と受給年齢の引き下げを軸に、鍼灸

の良さを神戸市民の皆様に知っていただく活動を続けております。 

一人でも多くの方に健康維持・増進に鍼灸を活用していただき、鍼灸受療率の向上と受療年齢の引き

下げにつなげていきたいと考えております。今後も神戸市鍼灸師会会長の中村浩士先生とともに活動を

続けてまいります。 

本来であれば中央区支部の活動報告を掲載するところですが、今回は神戸市鍼灸師会の活動報告に代

えさせていただきます。 

ご了承のほどよろしくお願いいたします。 

【棚からぼたもちは落ちません】 

 

 



第 21 回 全国大会 in 兵庫 

つながる鍼灸 ひらく未来 ～神戸から世界へ～ 

【10 月 3 日・4 日】 参加案内・運営スタッフ募集 

平素は本会の活動に対し、格別のご理解と温かいご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、会員の先生方もご周知のことと思いますが、来る令和 8 年 10 月 3 日（土）、4 日（日）の 2 日間、

第 21 回全国大会 in 兵庫を開催いたします。 

ここまで全国大会実行委員会では数々の議論を重ね、開催準備を進めてまいりました。 

しかしながら、誰もが安全に、安心して学び、交流できる全国大会を作り上げるには、運営を支えてく

ださるスタッフの先生方のお力が不可欠です。 

そこで、本大会にご賛同いただき、当日お手伝いいただける協力者を広く募集しております。 

 

「全国大会って面白そう！」 

「この講座に興味がある！」 

「新しい仲間を作りたい！」 

 

など、参加の動機は何でも大歓迎です。経験の有

無は問いません。 

兵庫県での開催だからこそ、この機会にぜひ運営

側にも携わっていただき、皆さんと一緒に作り上げ

る全国大会にしたいと実行委員会メンバー一同願

っております。 

 

●「運営スタッフは初めてなので不安がある……」 

【大丈夫です！ 特別なスキルは必要ありません！ 実行委員会メンバーがサポートします！】 

●「知り合いがいないので、一人では行きにくい……」 

【みんな仲間です！ アウェイ感はありません！】 

●「2 日間は参加できない……」 

【どちらか 1 日だけでも大歓迎です！】 

●「半日だけなら……」 

【先生ができる範囲のお手伝いだけでも大歓迎です！】 

●「仕事で休めない……」 

【日当の支給を予定しております！ お弁当もご用意しております！】 

●「運営スタッフでも興味のある講座は聞きたい！」 

【もちろん勉強も大切です！ 遠慮なく実行委員会メンバーにご相談ください！】 

その他、気になることがございましたら遠慮なくお問い合わせください。 

 

全国大会に向け各支部長とともに準備を進めています 



運営スタッフとしてだけでなく、全国大会へ参加していただくことも大歓迎です。 

今回の大会テーマは「つながる鍼灸 ひらく未来 ～神戸から世界へ～」です。 

国内外でご活躍されている鍼灸師をお招きし、シンポジウムも開催いたします。普段はなかなか聞くこ

とのできない、リアルで貴重なお話を聞くことができると思います。世界に目を向けている先生方には必

見の内容です。 

そして今回の全国大会では、兵庫県鍼灸師会からお二人の先生が登壇され、講義やシンポジウムでお話

しされます。全国大会で兵庫県鍼灸師会の先生方が講演されることは大変喜ばしいことであり、私たちに

とっても誇りです。 

講義だけでなく実技も予定されており、直接技術を見ることができる点も大きな魅力の一つです。 

また、青年部企画「鍼灸フェス」も同時開催されます。若手鍼灸師や学生、さまざまな治療家団体との交

流を通じて、自分らしいスタイルを見つけるきっかけとなる魅力的なイベントです。 

 

10 月 3 日（土）18 時からは、【北京料理 第一樓】にて懇親会も開催いたします。 

例年、全国から多くの参加者が集まり、新たな交流が生まれています。新しい仲間を作りたい先生方に

は、ぜひこちらにもご参加いただきたいと思います。 

 

今まで全国大会や勉強会などにあまり参加されたことがない先生方にとっても、今回は絶好の機会で

す。 

みんなで一つの大会を作り上げ、その感動を分かち合いましょう。 

今回の全国大会が、会員の先生方にとって多くの人とつながり、鍼灸業界の未来に希望を持てるきっか

けとなれば幸いです。そして、兵庫県鍼灸師会の活動にも興味を持っていただけることを願っております。 

 

 

各支部担当セクションと責任者  

セクション 責任者（★…正、☆…副） 担当支部 

受付・出席 ★小西作太郎 ☆宮川 浩 西宮・宝塚・須磨・兵庫・長田 

会場・司会 ★今冨祐二 ☆四良丸純一 伊丹・尼崎・但馬・淡路 

講師・抄録 ★西口静江 ☆伊坂弘一郎 芦屋・灘 

WEB ★山嵜大介 ☆千速益生 東播 

広報 ★吉田克典 ☆渡邉竜一 東播 

懇親会 ★圓地 綾 ☆大内アルベルト敏雄 中央 

全国青年部 ★川本実央 ☆實 明日香 西播 

 

 

 



動画や写真もご覧いただき、全国大会の様子をイメージしてみてください。 

1． 全国大会 in 兵庫をご紹介しています 

         

 

 

 

 

 

 

2． 青年部企画「鍼灸フェス」の Instagram 

 

 

 

 

 

 

3． 懇親会会場「第一樓」紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 運営スタッフ 参加お申込み方法 】 

10 月 3 日（土）、4 日（日）の運営スタッフを募集しております。 

参加ご希望の方は 

① ご所属支部の支部長 

② 兵庫県鍼灸師会事務所 

いずれかまで、お電話またはメールや LINE など、いつものご連絡方法にて 

「全国大会の運営スタッフとして参加します」とご連絡ください。 

事務所へご連絡いただいた場合は、事務所より所属支部の支部長へ連絡し、担当セクションをご

案内いたします。 

 1 日だけ、半日だけのご参加も大歓迎です。 

兵庫県で開催される全国大会を、ぜひ私たちと一緒に作り上げましょう！ 

 

支部長一同、皆さまのご参加を

お待ちしています！ 

大会 PR 動画 その１ 大会 PR 動画 その 2 公式 Facebook もご覧ください 







会場：神戸市産業振興センター（９階,10階レセプションルーム）
〒650ー0044 兵庫県神戸市中央区東川崎町１丁目８番４号　（神戸ハーバーランド内）
公社）日本鍼灸師会全国大会in兵庫「つながる鍼灸ひらく未来」と同時開催

デモストレーション

美容、小児、スポーツ、メンタルケア、

古典、レディースケア、など、

幅広い治療家による実演ステージ

（１２団体/2日 予定）
さまざまな治療スタイルをリアルに体感

セミナー

ゲスト講師によるプチセミナー

やトークショーを開催

企業ブース

鍼灸具、健康用品、治療院備品などの

30社以上の企業が出展
最新の製品・サービスを直接体験

KOBEKOBE

開催日：２０２６年１０月３日（土）・４日（日）
DAY1 ｜11:50〜15:30 終了後交流会   DAY2 ｜ 9:40〜15:00

［主催］(公社)日本鍼灸師会⻘年委員会・近畿ブロック⻘年部

［主管］（一社）兵庫県鍼灸師会⻘年部（窓⼝）

鍼灸フェス2026鍼灸フェス2026
若手鍼灸師・鍼灸学生のための若手鍼灸師・鍼灸学生のための

　ー自分のスタイルに出会う２日間ー　ー自分のスタイルに出会う２日間ー

【お申込について】

鍼灸フェスは、同時開催の全国大会in兵庫「つながる鍼灸ひらく未来」へお申込いただく

ことで参加頂けます。申込開始時期：2026年７月上旬／フェスインスタにてご案内



令和 7 年度 近畿ブロック保険部長会議 報告 

                     保険部長 宮川 浩 

 

令和 8 年 3 月 1 日（日）、平野健一健保委員長の施術所ミーティングルームにて近畿ブロック保険部長

会議が開催され、あはき療養費の現状と令和 8 年度料金改定について説明がありました。なお、昨年 6 月

号会誌の全国保険部長会議報告と重なる内容については割愛しています。 

令和 6 年度の料金改定において訪問施術料が新設され、新たな料金体系へ移行しました。往療につい

ては、「突発的な理由により施術所に通所して施術を受けることが困難となった場合に、施術料に加算し

て算定できる。往療料を算定する場合は、他の疾病に由来する場合も想定し得るため、同意医師に往療の

事前又は事後に患者の症状等について報告する義務がある」という取扱いとなりました。 

なお、往療料は算定後 14 日以内には再度算定できません。引き続き施術が必要な場合は、訪問施術へ

移行することとなります。 

また、「特別地域加算」が新たに設けられ、過疎地域や振興山村に指定されている市町村の患家へ訪問

施術を行った場合に加算できるようになりました。振興山村一覧および過疎地域一覧を確認し、訪問先が

該当する地域であるかご確認ください。 

令和 8 年 1 月施術分・2 月請求分から療養費支給申請書が様式第 6 号から様式第 6 号の 1 へ変更となり

ました。これは視覚障害者用に新たな様式が追加されたことによるものです。DK システムをご利用の場

合はバージョンアップで対応しており、それ以外の場合は「厚生労働省 はりきゅう療養費支給申請書様

式一覧」で検索し、ダウンロードしてください。 

施術所におけるオンライン資格確認の導入は昨年度から義務化されており、タブレットやスマートフ

ォン、マイナ保険証読取用 IC カードリーダー等の機器購入に対する助成金および導入促進支援金が支給

されました。今年度についても引き続き支給される予定ですが、対象期間は現時点では不明です。 

導入しない場合は本年 12 月をもって受領委任の取扱いが行えなくなります。ただし、「やむを得ない事

由」に該当する場合は除外されます。「施術所等向け総合ポータルサイト」に詳細およびコールセンター

の連絡先が掲載されていますのでご参照ください。 

 

【やむを得ない事由】 

①常勤の施術者全員が高齢（令和 6 年 4 月時点で 70 歳以上）又は視覚障害者であり、オンライン資

格確認によって療養費を受給する資格があることを確認することが困難な場合 

②廃止又は休止に関する計画を定めている施術所である場合 

③受領委任の取扱いを中止する施術所である場合 

 

令和 8 年度料金改定につきましては、現時点での状況をご報告いたします。4 月 30 日に開催された「第

38 回あはき療養費検討専門委員会」において、厚生労働省から改定案が示されました。 

今回は、物価高騰への対応が初めて反映され、政策的改定と合わせて改定率はプラス 0.6％となりました。 

主な改定内容は、初検料（1 術）が 50 円増の 2,000 円、初検料（2 術）が 90 円増の 2,320 円、施術料

（1 術）が 40 円増の 1,650 円、施術料（2 術）が 50 円増の 1,820 円となっています。 

以上 



令和 7 年度 療養費等適正運用研修会 報告 

                     保険部長 宮川 浩 

 

令和 8 年 3 月 14 日（土）、令和 7 年度療養費等適正運用研修会を Zoom にて開催いたしました。 

まず、昨年 3 月施術分申請より、兵庫県国保および兵庫県後期高齢者医療、ならびに連合会に委託する

福祉医療（神戸市国保、尼崎市国保、兵庫県建設国保、兵庫県へ未委託の福祉医療を除く）の申請書提

出先が、各市町から兵庫県国民健康保険団体連合会（兵保連）へ変更となりました。 

これに伴い、申請総括票ⅠおよびⅡの作成方法も変更となりましたので、新たな作成方法について説明

いたしました。なお、詳細は下記 QR コードより兵保連ホームページをご確認ください。 

○ 総括票Ⅰ：保険者番号ごとに作成します。保険者欄には保険者番号および保険者名を記載します。本

人・家族を区別せず、計欄に合計件数および費用額を記載し、本人欄・家族欄の記入は不

要です。申請書が複数月分（月遅れ請求や再提出分等）ある場合は、件数・費用額を直近

の提出月分に合算して記載します。 

○ 総括票Ⅱ：保険者番号は保険者名の右側に記載します。件数欄および費用額欄を記載してください。 

一部負担金欄には福祉医療の一部負担金合計額を記載します（福祉医療の請求がない場合

は空欄）。請求金額欄は任意です。本人欄には本人・家族および複数月分を含めた合計件

数・費用額を記載し、家族欄の記入は不要です。 

○ 編綴方法：総括票Ⅰに記載した順番に揃えます。総括票Ⅱ → 申請書 → 同意書 → 施術報告書 → 

福祉医療申請書 の順に編綴してください。 

○ そ の 他 ：後期高齢者医療の総括票Ⅰ・Ⅱの保険者名欄は「後期（市町村名）」と記載してくださ

い。ホチキス留めは行わないでください。国民健康保険の保険者名は、市町村名または組

合名を記載してください。なお、神戸市国保、尼崎市国保、兵庫県建設国保は従来どおり

各保険者へ提出となります。次に、療養費支給申請書は様式第 6 号から様式第 6 号の 1 へ

変更となりました。 

兵保連提出方法     様式第６号の１3 

 

また、DK システムの利用料金が本年 4 月より 16,500 円（税込）に改定されました。 

値上げの理由は、利用者のバックアップデータをすべてサーバー上で保管する体制へ移行したためで

す。強固なセキュリティ対策を含めると、現行料金での運用が困難となったことによるものです。 

パソコンの突然の故障や施術所の火災、また南海トラフ地震をはじめとする災害発生時には、施術所

内のみでのデータ保管には限界があります。そのため、データを安全に保管する手段としてサーバー管

理方式が採用されました。 

何卒ご理解のほどお願い申し上げます。                         以上 



鍼灸治療における医療事故処理について 

 

厚生部長 實 明日香 

事故処理の流れについて 

１ 事故発生時 

 

万が一事故が発生したら、損害の拡大防止、応急処置、病院搬送の手配等を行ったうえ 

相手の確認（住所・氏名・生年月日・職業等）して、保険会社または代理店にご報告ください。 

 

会員    事故の内容をご報告ください。 

三井住友海上火災保険（24時間事故受付センター フリーダイヤル） 

 

代理店   事故内容の確認と今後の対応を三井住友海上事故担当者と打ち合せ、 

      今後の取組内容を会員に伝え双方が納得できる解決法を見出していく。 

 

 

 

２ 相手との話し合い 

 

<事故の形態> 

会員    １、症状が軽くお詫び程度ですむ場合 

   ２、具体的に症状が発生していて因果関係を立証できるような 

代理店     診断書を提出してきた場合 

３、話し合いが不調でこちらが弁護士を依頼する場合 

保険会社  ４、裁判となる場合                  等々 

 

<相手との対応> 

会員    １、相手から会員へ直接要求があった場合は即答せず、保険会社、 

        代理店と相談してから相手に返事をする 

代理店   ２、相手から損害賠償金の試算に必要な資料を提出していただく。 

（必要な場合は、会員と代理店が同行して相手を訪問し説明を行う） 

 

会員    ※注意 

事前に相談がない場合、会員に負担が生じることがあります。 

 

 



３ 解決 （示談書の取付） 

 

 

会員    １、保険金請求に必要な書類を保険会社へ提出していただく。 

 

保険会社  ２、保険会社は書類の提出をうけて保険金の支払いをする 

 

         

 

§医療事故防止の心得 

１、 鍼・治療器具及び施術所の点検と安全な治療を心掛けてください。 

２、 日常の言動に注意し、何日で治すとか、前医の批判はしないでください。 

３、 患者に不安や疑惑を与える言動は避け、患者との信頼関係を大切にし、カルテを正確に記入して 

ください。 

４、 治療中は患者の傍を離れないでください。（特に二台以上のベッドを使用する場合は注意が必要） 

５、置鍼治療の場合は、必ず鍼の本数をカルテに記入し、抜鍼後は必ず本数を確認してください。 

 

§万一事故が発生した時 

下記の項目を保険会社、代理店にご連絡ください。 

１、患者の住所・氏名・年令等 ２、事故の原因・起きたときの状況  ３、患者の現在の状況  

４、患者の来院時の傷病名 ５、被害者との話し合いの状況 （治療費・慰謝料・休業補償など） 

 

§被害者との対応の仕方 

１、 自分の治療に責任があるか、またどの程度の責任か。 

相手の症状について、病院の診断書とってもらい鍼灸の施術との因果関係を確認してください。 

２、 自分に責任がない時でも患者との対話に気をつけ、軽々しい話はしないでください。 

３、 折鍼の際、患者に不安感を与えないように冷静に話し合ってください。 

 

日本鍼灸師会総合賠償保険の詳細な内容につきましては、加入時に配布します 

「日本鍼灸師会総合賠償保険のご案内」パンフレットをご参照ください。 

 

＜ お問い合わせ先 ＞ 

株式会社 みらい保険パートナーズ  神戸オフィス 

                  担当 松井 功 

 

〒654-0011 兵庫県 神戸市 須磨区 前池町 2丁目４－８ 

ＴＥＬ ０７８－７３２－８８０９  ＦＡＸ ０７８－７３２－８４７４ 

 



          令和 7 年度 第 3 回学術講習会 報告 

 

学術部長 西口 静江 

 

令和 8 年 2 月 6 日（日）、神戸市産業振興センターにて第 3 回学術講習会を開催しました。受講者数はオン

ラインを含め 40 名で、「どうしても受講したくて」とお子様連れで参加された方もおり、熱心さが伺えまし

た。 

第 1 講座では、神戸市西区で開業されている小児科医の田中裕也先生にご登壇いただき、冒頭、ご自身が

重い喘息で苦労されたご経験からアレルギー専門の小児科医を志されたとのお話しもあり、先生を身近な存

在に感じながら受講することができました。 

本講座では、①「小児のアレルギー疾患に関する最新知識のアップデート」②「アナフィラキシーショッ

クへの対応」③「鍼灸師と小児科医が協働するために」を軸にしながら、講座を進めてくださったほか、事

前に受講者から寄せられた質問についても丁寧にご回答いただきました。また、処方する薬の説明も大変わ

かりやすく、緊急時にエピペン＠を使う場合の事例をクイズ方式で問いかけてくださりイメージがしやすか

ったです。さらには鍼灸師との協働について、先生ご自身も予防医療への意識が高く、鍼灸のエビデンスを

基に（詳細に調べておられて驚きました）長期管理薬の処方面から連携の可能性も示唆してくださいました。 

第 2 講座では、大内アルベルト敏雄先生より、ご自身の治療院の取り組みについてご紹介いただきました。

子どもが安心して施術を受けられる環境づくりに配慮しながら症状改善へと導く工夫がなされていました。

大師流はりでは、肌や腹部の状態を診ることで変化を確認しますが、実技では治療の一連の流れを披露して

くださり、術後の腹部打診で腹部の音が均等になり、また季肋部の緊張も緩和されるなど、身体の状態が整

ったことが確認されました。さらには受講者の肌を確認し、硬さの違いによって順番に並ぶ体験もあり、肌

の状態がそれぞれに繊細に違うことへの理解を深める機会も設けてくださいました。実は第１講座講師の田

中先生も受講してくださっており、大変興味深くご自身の肌を触る姿が印象的でした。 

少子化とはいえ、アレルギー疾患も含め、心身の悩みを抱える小児は増えており、ご家族がより良い治療

を求めて情報を探しているのが実情です。このような中、小児科医との医療連携や、この領域に関わる鍼灸師

が増えることで、患者およびご家族と適切に向き合う体制が広がることを期待しています。講習会終了後の

アンケートにおいても、続編を望む声や、発達障害、夜泣きなど小児に関する講座への要望が多く寄せられ

ており、今後の企画へとつなげたいと考えています。 

 

最後に、田中裕也先生ならびに大内ア

ルベルト敏雄先生におかれましては、貴

重なご講演および実技をいただきました

こと、厚く御礼申しあげます。 



全国青年部長会議 報告 

 

青年部長 川本 実央 

 

本年度の全国青年部長会議が、令和 8 年 3 月 24 日（火）20 時より Zoom にて開催され

ました。冒頭、青年委員長・川井先生の開会宣言ののち、各都道府県師会およびブロック

長の青年部長が自地域の活動を紹介し、全国の青年部が抱える課題と工夫が共有されまし

た。 

印象的だったのは、専門学校で講師を務める青年部長が、学生に鍼灸師会の歴史や存在

意義を伝えたことで準会員登録者が増えた事例です。しかし、その地域では準会員会費を

設定していたため、準会員数そのものは増加したものの、地域師会への登録は想定ほど増

えず、「入口づくり」と「継続参加」の難しさが示されました。 

また、専門学校が存在しない県師会が、専門学校を有する師会と協定を結び、ブロック

を越えて協力を開始した事例も紹介されました。これは若手育成の新しいモデルであり、

広域連携の可能性として注目されました。 

さらに、青年部員が少ない県師会では、普及部長や学術部長が青年部長を兼任し、普及

活動や講習会を通じて学生や未会員へのアプローチに努めている現状も共有されました。

限られた人員で「入口づくり」と「交流」を同時に担う姿は全国的な課題を象徴しており、

当会が恵まれた環境にあることを再認識する機会となりました。 

兵庫県は県内外に複数の専門学校が存在し、準会員に会費を設定していないため、学生

が参加しやすい環境にあります。これは会議で課題として挙げられた「入口の狭さ」や

「学生との接点不足」と対照的です。しかし、このような環境下であっても、ここ数年の

会員消息（今会誌は除く）を見ると新入会員数は停滞傾向にあり、入口が広いからこそ、

入会に向けた継続的な関わりが次の課題であると感じました。 

 

10 月に開催される青年部企画「鍼灸フェス 2026」は、近畿ブロック青年部と日本鍼灸

師会青年委員会が主催し、兵庫県青年部が主管として実施します。兵庫県の強みを活かし

つつ全国の課題に応える企画であり、若手が鍼灸師会とつながり続ける新しい接点の創出

や、心理的安全性のある学びと交流の場づくり、ブロックを越えた若手ネットワーク形成

など、全国的な課題への具体的なアクションとなるよう準備を進めています。 

青年部としては今回のフェスを通じて、全国の課題を踏まえつつ、兵庫県だからこそ提

示できる青年部の未来像を示し、若手が参加しやすく継続しやすい組織づくりを進めてま

いります。 



     会 員 消 息（令和 8 年 1 月～5 月） 

≪ 入会 ≫                                  ≪ 退会 ≫ 

尼崎支部 大﨑 真生 氏 

灘 支 部 志谷 文音 氏 

芦屋支部  I 氏 

 

 

≪ 登録事項等変更 ≫（住所・勤務先・屋号等） 

東播支部 玉川 徹 氏 

 

＊会員消息についての詳細は各支部長または事務所にお問い合わせください。 

 

 

新入会員のご紹介 

尼崎支部 大崎 真生（おおさき まい）先生 

 

はじめまして。この度、兵庫県鍼灸師会に入会いたしました、大崎真生と申しま

す。「日×韓ハイブリッド施術」をコンセプトにサロンを展開しております。 

突然ですが、皆さんはご自身のお顔はお好きですか？ 私は自分の顔が大好き

です。そう思えるようになったのも、韓国美容と巡り会えたからです。韓国は良く

も悪くも流行の移り変わりが早く、ひとつの流行が 3 か月続くことは稀です。西

洋医学の発展も著しい中、韓国で東洋医学が身近なツールとして存在し続けてい

るのは、確かな経験とエビデンスが国民に根付いているからだと思います。 

韓国でさまざまな治療院を訪問しましたが、韓国の鍼治療は日本より刺激が強く、効果を重視した施術

が一般的です。日本のように「痛みに弱い方には細い鍼を」「響かないように」といった配慮が重視され

ることはほとんどありません。ですが、確かな技術と知識で身体を治癒へと導いてくださいます。 

 

体重管理に漢方を飲み、肌管理に鍼を打ち、体調を薬膳で整える。昔も今も変わらない美と健康の常識

が韓方医学にあります。 

私は現地で得た韓国美容の伝統施術、最新医療、セルフケア、薬膳などの知

識と経験を、日本人が受け入れやすい形で表現し、お届けしています。それが

10 年後、今よりもっと美しく健康でいられるきっかけになると考えているか

らです。 

日本でも「美容鍼灸が美容の常識」になることが、今後の日本鍼灸の発展に

もつながると信じ、発信を続けていきたいと思います。 

須磨支部 香西 怜 氏 

伊丹支部 谷垣 正 氏 

東播支部 梶 重夫 氏 

施術の様子 



灘支部 志谷 文音（したに ふみね）先生 

 

前職は製造業で試作品の評価業務をしていた会社員です。定年後をぼんやり

と考え始めた 50 代の頃、自身が受けた鍼治療に興味を持ち、思い切って早期

退職し、2000 年 4 月に森ノ宮医療専門学校へ入学しました。 

3 年次に「鍼灸業界について」学ぶ機会があり、大阪鍼灸師会と大阪鍼灸マッ

サージ師会の方々が講師として招かれていました。その際、日本鍼灸師会には

卒後 3 年間無料の準会員制度があることを知り、すぐに登録しました。 

卒業当時は家庭の事情で実家のある島根と往復することが多く、自由がきくよう、自宅マンションの一

室で小さく鍼灸院を開業しました。準会員として鍼灸賠償責任保険に申し込めたこと、また定期的な情

報を受け取れたことは大きなメリットでした。 

卒後 3 年が経過した現在は状況も落ち着き、JR 六甲道駅近くでマンションの一室を借り、自宅から鍼灸

院機能を移転しています。公に活動できるようになったことで、知人以外の

方々にも来院していただけるよう、幅広く活動していきたいと考えています。 

そのようなタイミングで正会員として加えていただき、学びや活動の機会を

皆さまと共有できることを楽しみにしています。今後ともどうぞよろしくお

願いいたします。 

なお、当会以外では「漢方鍼灸臨床研究会」に所属し、学生時代から経絡治

療を中心に学び続けています。 

 

 

【広報部より】 

このたび新たな仲間をお迎えできましたことを大変嬉しく思います。会員の皆さまにおかれましても、温か

くお迎えいただければ幸いです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

準会員募集資料 

全国大会 in 兵庫 運営スタッフ募集 

2026 年 10 月 3 日（土）・4 日（日）開催の全国大会 in 兵庫では、運営スタッフを 

募集しております。 

ご協力いただける方は、 

・所属支部の支部長 

・兵庫県鍼灸師会事務所 

のいずれかまで、「運営スタッフとして参加希望」とご連絡ください。 

1 日だけ、半日だけのご参加も大歓迎です。 

兵庫県で開催される全国大会を、ぜひ一緒に盛り上げていきましょう。 

 

※詳細は、p.16～18 の「全国大会 in 兵庫」もご参照ください。 



    令和 8 年度 講習会・交流会情報！ 

＊学術講習会会場はすべて兵庫県鍼灸師会館です。 

 第 1 回 学術講習会  /////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

日  時：令和８年６月７日（日）１３：００～１６：１０ ▶ 終了後「互療会」開催 

【第 1 講座】  実技供覧     

「楽しく据えるお灸の話」   

 

ENJOY OKYU CLUB 

お灸堂    院長 鋤柄 誉啓 氏 

 

 

【第 2 講座】  実技供覧 

「現代にぴったりのお灸、 

温灸の使い方とこわくない火鍼」 

 

関西中医鍼灸研究会 世話人 

日本中医薬学 理事 

結鍼灸院  院長 藤井 正道 

 第 2 回 学術講習会     ///////////////////////////////////////////////////////////////////////

日  時：令和８年９月６日（日）１３：００～１６：１０ ▶▶▶ 

【第 1 講座】  

「総合内科医からみた鍼灸との医療連携」（仮） 

   

 神戸大学医学部付属病院総合内科 

特定助教 官澤 洋平 氏 

 

【第 2 講座】  実技供覧 

「腰痛・腰下肢症状に対する鍼灸治療」 

～基礎的・臨床的研究を踏まえて～ 

 

宝塚医療大学 保健医療学部 鍼灸学科  

教授・学科長 井上 基浩  氏 

 第 3 回 学術講習会     ///////////////////////////////////////////////////////////////////////

日 時：令和９年２月７日（日）１３：００～１６：１０（予定） 

【第 1 講座】  

「災害医療研修」 

～鍼灸師が災害現場で 

何ができるか～（仮） 

 

講師：折衝中 

 

 

【ミニ講座】   

「鍼灸師が知りたい賠償責任

保険のナ・カ・ミ」（仮） 

 

株式会社 

 みらい保険パートナーズ 

（旧ビーンスターク） 

       松井 功 氏 

【第 2 講座】  

「医療過誤を考える」（仮） 

 

 

森ノ宮医療大学 

元教授 尾崎 朋文 氏 

 

 

＊（公財）東洋療法試験財団生涯研修認定講座（各講座２単位）（ミニ講座対象外） 

＊各講座の正式なお申し込み、詳細は改めてお知らせいたします。 

 

 青年部企画！       /////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

9 月 6 日（日）第二回学術講習会終了後に青年部交流会を開催いたします。 

詳しい開催時間、会場は未定です。 

確定しだい Instagram、Facebook、会の連絡メールを用いて発信します。 

講習会・互療会 

とも無事に終了 

いたしました！ 

終了後に 

青年部交流会 

あります！ 

■ トピック 



■ 募 集 
 

＜灘支部＞ 小児はりボランティア募集 

灘支部では毎月、小児はりボランティアを行っ

ています（※支部不問）。 

場 所：児童養護施設 親愛学園 

日 時：毎月 第 3 火曜日・14：00～15：30

前後 

内 容：小児はり 

担 当：灘支部 大内 

 

 

 

＜学術部＞ 学術講習会 運営スタッフ募集 

各学術講習会にて、会場準備・受付業務のお手

伝いしていただける方を募集しています。 

（交通費補助あり） 

活動場所：夏季大学・各講習会会場 

内  容：詳細は担当まで 

担  当：学術部 西口 

 

 

 

 

■ 危機管理委員会より 
 

災害時緊急連絡 LINE 使用状況 

（令和 8 年 1 月～5 月） 

・1 月 6 日   地震発生による安否確認 

・3 月 25 日 地震発生による安否確認 

 

LINE 開設：令和 4 年（2022 年）8 月～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ その他 お知らせ 
 

① 日本鍼灸師会 公式 LINE アカウント 

友だち募集中！ 

講習会等の最新情報を迅速に配信。 

会員マイページや e ラーニングにもスムーズに

アクセスできます。 

 

▶ お友だち登録はこちら 

 

 

② あはき師 労災特別加入 受付中！ 

一人で開業されている「あはき師」も加入でき

る労災保険です。 

詳細：日本あはき師厚生会 HP 

https://ahaki-rousai.jp/ 

 

 

③ 「日鍼+-会マイページ登録」が 

まだの皆さまへ 

以下の確認・管理が可能です。 

・会員基本情報 

・研修受講履歴（NGK システム利用者） 

・日本鍼灸新報 送付先 

・労災保険・賠償保険の加入状況 

・鍼灸ネット登録状況 

▶ 詳細・登録はこちらから 

    
 



編 集 後 記 

今号も無事に発行することができました。毎号のことながら、原稿の確認や編集作業に追われ、「次こ

そは余裕を持って進めよう」と思いながらも、気が付けば締切りに追われている自分がおります。何度

経験してもなかなか慣れないものですが、多くの先生方のご協力のおかげで、こうして形にすることが

できました。 

今号では新たにご入会いただいた先生方をご紹介しております。ご入会間もないにもかかわらず、快

く自己紹介原稿をご執筆いただき、また会の活動にも関心を寄せてくださっていることを大変嬉しく感

じています。新しい仲間をお迎えできたことは、本会にとって何よりの喜びです。 

一方で、令和 8 年 10 月に開催される全国大会 in 兵庫に向けた準備も少しずつ本格化してまいりま

した。実行委員会ではさまざまな検討や調整が進められていますが、その一方で学術講習会や青年部活

動、各支部の事業など、通常の会務も変わらず続いています。理事の多くが全国大会の運営にも携わっ

ているため慌ただしい日々が続いておりますが、支部長の先生方をはじめ、多くの会員の皆さまに支え

ていただいているおかげで、会の活動が滞ることなく進められていることを改めて実感しています。 

全国大会まで残り約 4 か月。兵庫県鍼灸師会らしい温かさと活気のある大会となるよう準備を進めて

まいりますので、引き続き皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

最後になりましたが、原稿をご執筆いただいた先生方、会務にご尽力いただいている

役員・支部長の先生方、そして会員の皆さまに心より感謝申し上げます。暑い日が続き

ますので、どうぞご自愛ください。 

広報部 圓地 綾 

 

【会務報告について】 

本号に掲載の会務報告は、正式な議事録をもとに、会誌掲載用として内容の正確性を保ちながら、読みやすさに配

慮して編集しています。詳細につきましては、総務部保管の議事録をご参照ください。 
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温度切替２段階タイプ

温　灸　器　

温度切替３段階タイプ

お灸感覚の温灸器熱鍼感覚の温灸器

温度切替２段階タイプ 温度切替1段階タイプ

温度切替３段階タイプ

1 クリック 4秒 ( 高温は 5秒 )

     YouTube                       WEB
052

ISO 13485認証取得

もぐさ燃焼解析システム

モクサス
ＭＸ-5

70th
                since 1955

新
登
場
。

煙
が
出
な
い
お
灸
シ
リ
ー
ズ
に
、

　
　
　
や
さ
し
い
温
度
帯
を
追
加
。

業務用・600壮入

小売用・200壮入

soft
繊細なお肌や

　　　　フェムケアにも｡

（煙の出るタイプ）

（煙の出ないタイプ）

※従来の「長生灸Non-smoke」は「長生灸Non-smokeレギュラー」となります。

※



  

【【日日本本鍼鍼灸灸師師会会賠賠償償責責任任保保険険】】兵兵庫庫県県取取扱扱代代理理店店 

 

本本    社社        ：：  加加古古川川市市野野口口町町良良野野 111166--11    TEL079-422-5918 

神神戸戸オオフフィィスス  ：：   神神戸戸市市須須磨磨区区前前池池町町２２--44--88    TEL078-732-8809 

 

 



   

一般社団法人  兵庫県鍼灸師会 
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